
教 科 名 構 造 力 学 Ⅱ （Structural Mechanics） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 3 学年 社会基盤工学科   2 単位 必修 
通年 

2 時間/週 
30 時間 

担 当 教 員 【常勤】 渡辺  力   （内線 6488， E-mail: cwatan）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

 構造力学とは，構造物の力学的な性質を把握し，構造物を合理的かつ経済的に設計することを目的にした

力学である。構造物の設計において基礎となる力学の考え方と計算方法に関して，基礎的な知識を修得す

ることを目的とする。第３学年では，材料の強さ（応力とひずみ），はりの影響線，はりの応力，静定トラス，柱

の設計に関する理論と計算方法の基礎知識を修得する。「その知識を各種構造物の設計に応用できるように

なる」のが到達レベルである。 

学校教育目標 B 
学科および 

コース教育目標 
 B 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 嵯峨・武田・原・勇 共著  構造力学Ⅰ, Ⅱ（コロナ社） 

補助教材等 プリント 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 90 10 0 0 0 0 0 100 

知識の基本的な理解 70 10      80 

思考・推論・創造への適用力 20       20 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

【学習上の留意点】 

 第 3学年の構造力学では，応力とひずみ，はりの影響線，静定トラス，柱など設計の基礎理論について学びます。皆さんが

良く理解できるように，各節・各章の終わりに演習問題を用意していますので，必ず自分で解いてください。 

 定期試験前に講義ノートと演習ノート(演習問題を解いたもの)を提出させます。講義ノートと演習ノートを未提出

のものは定期試験を 0点として評価します。また，演習ノートで解いていない問題がある場合には減点します。 

【関連する科目】 

 コンクリート構造学，橋梁工学，建設 CAD・図学，構造設計製図ⅠⅡ，耐震工学 など 

【学習上の助言】 

 授業中はしっかりとノートを採るとともに，学習内容が理解できるように集中しましょう。授業中に理解できなか

った所は家庭にて復習しましょう。その上で，演習問題を自力で解いて下さい。理解が一層深まります。 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 ガイダンス（0.5 時間） 科目の位置づけ，到達目標および留意点を理解できる。  

2 第１章 材料の強さ（5.5 時間，コア） 軸方向応力を説明でき，計算できる。  

3 (1) 軸力を受ける部材の応力とひずみ 軸方向ひずみ，ポアソン比を説明でき，計算できる。  

4 (2) フックの法則 応力とひずみの関係を理解し，計算できる。  

5 (3) せん断力を受ける部材の応力とひずみ せん断応力，せん断ひずみを説明でき，計算できる。  

6 (4) 温度応力 温度応力を説明でき，計算できる。  

7 
第２章 静定はりの影響線（7 時間，コア） 

(1) 反力影響線（単純ばり） 
単純ばりの反力影響線を理解し，計算できる。  

8 前期中間試験  

9 (2) 反力影響線（張出ばり） 張出ばりの反力影響線を理解し，計算できる。  

10 (3) 反力影響線（ゲルバーばり） ゲルバーばりの反力影響線を理解し，計算できる。  

11 (4) せん断力の影響線（張出ばり） 張出ばりのせん断力影響線を理解し，計算できる。  

12 (5) せん断力の影響線（ゲルバーばり） ゲルバーばりのせん断力影響線を理解し，計算できる。  

13 (6) 曲げモーメントの影響線（張出ばり） 張出ばりの曲げモーメント影響線を理解し，計算できる。  

14 (7) 曲げモーメントの影響線（ゲルバーばり） ゲルバーばりの曲げモーメント影響線を理解し，計算できる。  

 前期期末試験  

15 
第４章 はりの応力（6 時間，コア） 

(1) 中立軸の定義，断面２次モーメント復習 
中立軸を説明できる。  

16 (2) 曲げ応力の誘導 曲げ応力を理解できる。  

17 (3) 曲げ応力の計算 曲げ応力を計算できる。  

18 (4) はりの設計 曲げを受けるはりの設計ができる。  

19 (5) せん断応力の誘導 曲げによるせん断応力を理解できる。  

20 (6) せん断応力の計算 曲げによるせん断応力を計算できる。  

21 第５章 静定トラス（4 時間，コア） 格点法による軸力の計算を理解できる。  

22 (1) 格点法による軸力の計算 格点法により軸力を計算できる。  

23 後期中間試験  

24 (2) 断面法による軸力の計算 断面法により軸力を計算できる。  

25 (3) トラスの安定（静定，不静定，不安定） トラスの種類，トラスとはりの安定性を説明できる。  

26 
第６章 柱（4 時間，コア） 

(1) 短柱の応力度（偏心圧縮柱） 

柱の分類（短柱・長柱）を理解し，偏心圧縮柱の応力を計

算できる。 
 

27 (2) 断面の核 断面の核を理解し，計算できる。  

28 (3) 長柱の座屈１ 各種支持条件に対する Euler 座屈荷重を計算できる。  

29 (4) 長柱の座屈２ 設計公式による柱の基本的な設計を理解できる。  

 学年末試験  

30 答案返却・解答解説 ・間違った問題の正答を求めることができる  

総 講 義 時 間 数 30 時間



 



教 科 名 水理学 II (Hydraulics II) 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 3 学年 社会基盤工学科   2 単位 必修 
通年 

２時間/週 
60 時間 

担 当 教 員 【常勤】 宮武  誠    （内線，6484   E-mail: miyatake  ）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

環境都市工学の水に関わる分野は，河川，海岸，海洋，港湾，上下水道，水質問題，水力発電等ときわめて

広い．それらの工業技術を理解するために要する「水理学」の基礎知識を習得する（B）．「水理学」の基礎理

論，特に式の誘導過程や物理的な意味を十分に理解するとともに，実際の水問題に適用できる力を身に付

けることを目標とする． 

学校教育目標 B 
学科および 

コース教育目標 
 B−２ 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 日下部重幸・檀 和秀・湯城豊勝 共著  「水理学」 （コロナ社） 

補助教材等 
講義中に配布するプリント 

 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 60 30 10     100 

知識の基本的な理解 50 20       

思考・推論・創造への適用力 10        

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)  10       

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
  10      

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

学習上の留意点 

講義内容の理解を深めるため，講義の中では演習を取り入れる場合が多いので，必ず電卓を持参すること．講義は主に板書

によって進めてくが，口頭で説明したことも十分に注意してノートにとること．また，自学自習による復習の成果を大型休業 (ゴ

ールデンウィーク，夏休み，冬休み) 明けに実施する復習小テストにより評価し，その一部は「態度・方向性」として総合成績に

加味するとともに，日頃からの自学自習の継続性や当該科目に対する応用力を確認するため，講義中に課せられるレポート

(演習問題)では，講義内容を応用させた問題を出題し，「総合的な学習経験と創造的思考力」により評価し，総合成績に加味

する． 

 

関連する科目 

数学，物理の基礎的な知識が必要であるが，特に三角関数，指数・対数計算，微分・積分等は予備知識として必須である． 

 

学習上の助言 

連休明け復習小テスト（10％）前期中間試験（15％）夏休み明け復習小テスト（10％）前期期末試験（15％） 

後期中間試験（15％）冬休み明け復習小テスト（10％）学年末試験(B)（15％）レポート(B)（10％） 

但し，再試験は普段の当該科目に対する学習意欲や授業態度を総合的に判断し，教員が必要と認めた場合に実施するものと

し，100 点満点の上限を 60 点として各期の試験を評価する． 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 ガイダンス (1hr) 

4.静止流体の力学(2)(コア) 

4.1 平面に作用する全水圧と作用点 (3hr)・・

4.2 曲面に作用する全水圧と作用点 (3hr)・・

連休明け復習小テスト (1hr)・・・・・・・・・・・・・・

4.3 浮力と喫水 (3hr)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

 

4.4 浮体の安定 (3hr)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

講義の進め方や評価方法について理解できる． 

 

平面に作用する全水圧及び作用点が計算できる． 

曲面に作用する全水圧及び作用点が計算できる． 

「水理学 I」に関する復習試験 

アルキメデスの原理を理解し，浮体に働く浮力や喫水を

計算することができる． 

浮体の安定計算をすることができる． 

 

2  

3  

4  

5  

6  

7  

8 前期中間試験  

9 答案返却及び解答解説 (1hr) 

5.せきとオリフィス(コア) 

5.1 刃形ぜき・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

5.1.1 長方形ぜき (2hr) 

5.1.2 三角形ぜき (2hr) 

5.1.3 台形ぜき (2hr) 

5.2 オリフィス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

5.2.1 小型オリフィス (2hr) 

5.2.2 大型オフィリス (3hr) 

試験問題を通じ，間違った箇所を理解できる． 

 

刃形ぜき(長方形，全幅，三角形，台形ぜき)の流量理論

式が誘導でき，その実用公式を運用できる． 

 

 

トリチェリーの定理が理解でき，小型オリフィス及び大型オ

リフィス，潜りオリフィス等の流量公式を誘導できるととも

に，運用できる． 

 

10  

11  

12  

13  

14  

 前期期末試験  

15 答案返却及び解答解説 (1hr)・・・・・・・・・・・・

夏休み明け復習小テスト (1hr)・・・・・・・・・・・・

6.開水路(1) (コア) 

6.1 オイラーの運動方程式 (4hr)・・・・・・・・・・

 

6.2 比エネルギーと常・射流 

6.2.1 比エネルギー (2hr)・・・・・・・・・・・・・・・・

6.2.2 常流と射流 (3hr)・・・・・・・・・・・・・・・・・・

6.2.3 限界水深 (3hr)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

 

6.3 開水路の水面形 (2hr)・・・・・・・・・・・・・・・

試験問題を通じ，間違った箇所を理解できる． 

「静止流体の力学(2)」,「せきとオリフィス」の復習試験 

 

オイラーの運動方程式が誘導でき，種々の水理問題に応

用できる． 

 

比エネルギーの式が誘導できる． 

フルード数を用いて，流れの常・射流が判別できる． 

ベスの定理，ベランジェの定理を運用し，任意断面水路

に対する限界水深を計算できる． 

開水路の常・射流の水面形の概形を計算できる． 

 

16  

17  

18  

19  

20  

21  

22  

23 後期中間試験  

24 答案返却及び解答解説 (1hr)・・・・・・・・・・・・

冬休み明け復習小テスト (1hr)・・・・・・・・・・・・

6.4 運動量の方程式 (3hr)・・・・・・・・・・・・・・・

6.5 跳水現象(3hr)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

   

6.6 相対的静止(3hr)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

 

試験問題を通じ，間違った箇所を理解できる． 

「水理学 I」からこれまで習った範囲の復習試験 

運動量方程式を誘導でき，開水路の問題に応用できる． 

跳水時の共役水深の存在や消耗エネルギーを誘導でき

る． 

相対静止に関する方程式を誘導でき，相対静止の問題

に応用できる． 

 

 

25  

26  

27  

28  

29  

 学年末試験  

30 
答案返却及び解答解説 (1hr)・・・・・・・・・・・・

総 括 (1hr)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

試験問題を通じ，間違った箇所を理解できる． 

「水理学 II」の総括が理解できる． 
 

総 講 義 時 間 数 60 時間

 



教 科 名 土質工学 ( Soil Engineering )
 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修/選択 開講時期 総時間数

第 3 学年 社会基盤工学科 共通  2 単位 必修 
通年 

2 時間/週 
60 時間 

担 当 教 員 【常勤】 片岡 沙都紀 （内線 6486，E-mail: kataoka）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

社会基盤工学が対象とする道路，橋，空港，トンネル，各種建築物などの大部分は地盤に基礎をおく

か，人工的に改良したものである．よって，これらの構造物を設計・施工する際には，土の性質を把握

し，適切に評価できる能力・技術・経験が必要となる．そこで本科目では，土の状態を表す様々な諸量

や透水・圧密・せん断といった土の代表的な性質・現象など，土質工学に関する最も基礎的な知識を

身につけることを学習到達目標とする． 

学校教育目標  
学科および 

コース教育目標 
 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 土質力学の基礎， 能城 正治 他著， 技報堂出版  

補助教材等 
プリント，澤 他著 「地盤工学」（森北出版），常田 他著「土質力学」（理工図書）， 

「土質試験・基本と手引き」（地盤工学会），「地盤工学用語辞典」（地盤工学会） 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 0 100 

知識の基本的な理解 50       50 

思考・推論・創造への適用力 30       30 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)  20      20 

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

土は土粒子・水・空気の３つから構成されるために複雑な挙動を示すが，身近に存在するので現象などをイメージす

ることはさほど難しくない．一方，土質工学では土という材料を様々な視点から捉えるので数多くの式が登場する． 

よって，全てを暗記で解決することは不可能に近いので，可能な限り土をイメージし，その式の意味・目的を理解する

よう努力すること．  

 

・本講義の理解度を確認するために，授業終了前に小テストを行い，それを「態度志向性」として評価する 

 

◎本講義の評価は，中間試験 40％，期末試験 40％，小テスト 20％で評価を行う．全体に占める小テストの割合が少

ないとはいえないので，単にノートをとるだけではなく，授業をしっかり聞いて理解するよう努力すること． 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容(時間) 具体的な行動達成目標 自己点検

1 
ガイダンス(1.0h) 

1. 土質工学の歴史と意味(1.0h) 

・授業の進め方，評価法，学習到達目標を理解できる 

・土質工学の歴史や意義，目的の概要を理解できる 
 

2 
2. 土の生成(3.0h) 

①地質年代と土層 

 

②土の構成と構造 

 

・土や地盤が生成される仕組みを理解し，堆積年代によ

る名称の違いを説明できる 

・土粒子の各種堆積構造の違いを説明できる 

 

3 3. 土の調査と試験(3.0h) 

①ボーリングとサンプリング 

 

②原位置試験 

 

・ボーリングとサンプリングの違いを理解した上で，各種

サンプリング方法の名称・方法を理解できる 

・主な原位置試験の名称，目的，方法を理解できる 

 

4 

5 4. 土の基本的な性質（前半） (6.0h) 

①含水比と間隙比 

②様々な密度 

 

・含水比や間隙比の定義とその意味を理解し計算できる 

・各種密度の定義やその意味を理解し計算できる 
 6 

7 

8 前期中間試験 

9 
答案返却・解答解説（1.0h） 

4. 土の基本的な性質（後半）(6.0h) 

③その他の諸量と相互関係 

 

④土の粒度とコンシステンシー 

 

⑤土の工学的分類 

・間違った問題の正答を求めることができる 

 

・飽和度，相対密度などの定義とその意味を理解し，こ

れまでに学んだ各種諸量の相互関係を計算できる 

・粒径加積曲線の解釈とコンシステンシ―限界の定義を

理解し，これらに関する諸量の計算ができる 

・土の工学的分類や分類記号について理解できる 

 
10 

11 

12 
5. 土中の水とその流れ（前半）(5.0h) 

①ダルシーの法則 

 

②透水試験 

 

 

・透水係数と動水勾配の定義や意味を理解した上で，ダ

ルシーの法則の概要を理解できる 

・2 種類の室内透水試験法の違いを理解し，得られた結

果から透水係数の計算ができる 

 13 

14 

 前期期末試験 

15 答案返却・解答解説 ・間違った問題の正答を求めることができる  

16 5. 土中の水とその流れ（後半）(3.0h) 

③透水量の計算 

 

・流線網の作成法を理解し簡単な透水量の計算ができ

る 

 

17 
6. 地中の応力(5.0h) 

①全応力と有効応力 

②土被り圧の計算 

 

③浸透圧と浸透破壊 

 

・全応力，有効応力の定義とその違いを理解できる 

・地下水位や層による密度の違いを考慮して，有効土被

り圧の計算が理解できる 

・浸透力や有効応力に着目して，クイックサンドやボイリ

ングなどの破壊現象の定義や原因を理解できる 

 
18 

19 

20 
7. 土の締固め(6.0h) 

①締固めの性質 

②締固め特性と土工への適用 

 

③CBR 試験 

 

・締固め曲線の解釈ができる 

・土質による締固め曲線の違いや締固め度による土工

の管理について理解できる 

・CBR 試験の概要や設計，修正 CBR の求め方，用途な

どについて理解できる 

 21 

22 

23 後期中間試験 

24 答案返却・解答解説（1.0h） 

８. 土の圧密(6.0h) 

①圧密の定義とモデル化 

②正規圧密と過圧密 

 

③圧密沈下量 

・間違った問題の正答を求めることができる 

 

・圧密中の間隙水圧，有効応力，体積変化が理解できる 

・土の e～logp 特性を理解し，圧密降伏応力および正規・

過圧密状態について説明できる 

・圧縮指数や体積圧縮係数の定義を理解し，これらを用

いて圧密沈下量の計算ができる 

 

25 

26 

27 
9. 土のせん断(5.0h) 

①土の破壊形態と強度定数 

②モール円の基礎と破壊基準 

③ダイレイタンシー 

 

・土のせん断変形の定義と強度定数について理解できる 

・モール円を理解し，破壊基準について説明できる 

・土のダイレイタンシー現象について理解，説明できる 

 28 

29 

 学年末試験 

30 答案返却・解答解説 ・間違った問題の正答を求めることができる  

総 学 習 時 間 数 60 時間



 



教 科 名 コンクリート構造学Ⅱ(Theory of Concrete StructureⅡ) 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 3 学年 社会基盤工学科 共通  2 単位 必修 
通年 

2 時間/週 
60 時間 

担 当 教 員 【常勤】澤村秀治    （内線 6489，E-mail:sawamura）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

コンクリート構造学の授業では，単鉄筋長方形はりの理論を拡張した弾性計算による鉄筋コンクリート部材の

設計，限界状態設計法の基礎知識，曲げおよびせん断の終局限界状態について学習する．ここでは，これ

らの理論，設計思想の相違を理解し，終局限界状態に対する鉄筋コンクリート部材の設計を修得するととも

に，コンクリート構造設計に関する基礎知識を実務において適用できることを到達レベルとする． 

学校教育目標 B 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 小林和夫 著 「コンクリート構造工学」（森北出版） 

補助教材等 
コンクリート標準示方書[設計編]（土木学会） 

プリント 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 90  10     100 

知識の基本的な理解 90  10     100 

思考・推論・創造への適用力         

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

学習上の留意点：設計式の適用方法の理解も重要であるが，その設計式の誘導過程を，構造力学の理論との関連性とともに

深く理解することが重要であることを念頭において学習する．設計理論の理解のために，授業の進度に応じて設計演習課題を

課す．定期試験問題のうち，設計計算問題はこの演習課題を基に出題するので，授業の復習のなかでこれに取り組むこと． 

評価方法：４回の定期試験(B)の平均点を 90％，演習課題等(B)を 10％として評価する．演習課題の得点は，その提出状況，設

計計算の正確さ，報告書としての完成度を数値化し決定する． 

評価方法：２年生で学習した鉄筋コンクリートはりの基礎理論，および，力の釣合い，断面１次モーメント，断面２次モーメント，

応力とひずみなど構造力学の基礎的知識が必須である． 

関連する科目： 構造力学[１・２・３・４年]，コンクリート構造学［２・４年］，構造設計製図Ⅰ［４年］ 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 ガイダンス 本授業の進め方，評価方法，学習到達目標などを理解できる  

2 1.複鉄筋長方形はり(コア) 

1-1 中立軸・応力度・抵抗モーメント 

1-2 断面の設計 

1-3 計算例と設計演習 

 

複鉄筋長方形はりの解析理論を理解し説明できる． 

複鉄筋長方形はりの断面算定理論を理解し説明できる． 

与えられた設計条件により複鉄筋長方形はりを設計できる． 

 3 

4 

5 2.T 形はり(コア) 

2-1 中立軸・応力度・抵抗モーメント 

2-2 断面の設計 

2-3 計算例と設計演習 

 

T 形はりの解析理論を理解し説明できる． 

T 形はりの断面算定理論を理解し説明できる． 

与えられた設計条件により T 形はりを設計できる． 

 6 

7 

8 前期中間試験 

9 試験答案返却・解答解説 

3.高さが変化するはり(コア) 

3-1 曲げ応力度の一般解法 

3-2 せん断応力度の一般解法 

3-3 計算例と設計演習 

試験問題の解説により，間違いを確認し正しい解答を理解できる． 

 

高さが変化するはりの曲げ応力度の解法を理解し説明できる． 

高さが変化するはりのせん断応力度の解法を理解し説明できる． 

与えられた設計条件により応力度を計算し安全性を照査できる． 

 10 

11 

12 4.軸力とモーメントを受ける部材(コア) 

4-1 偏心軸力をコア内に受ける場合 

4-2 偏心軸力をコア外に受ける場合 

4-3 計算例と設計演習 

 

偏心軸力がコア内にある場合の理論を理解し説明できる． 

偏心軸力がコア外にある場合の理論を理解し説明できる． 

与えられた設計条件により応力度を計算し安全性を照査できる． 

 13 

14 

 前期期末試験 

15 試験答案返却・解答解説 試験問題の解説により，間違いを確認し正しい解答を理解できる  

16 
5.限界状態設計法の考え方(コア) 設計法の変遷と限界状態設計法の特質について説明できる．  

17 

18 6.材料の力学的性(コア) 

6-1 応力－ひずみ関係のモデル化 

6-2 クリープ・収縮 

 

非線形性を考慮した材料の力学特性のモデル化を説明できる． 

クリープの理論，コンクリートの体積変化について説明できる． 

 
19 

20 
7.中心軸圧縮力を受ける部材(コア) 

7-1 終局耐力の算定と安全性の照査 

7-2 計算例と設計演習 

 

終局状態の設計荷重，設計軸圧縮耐力計算し安全性の照査できる． 

与えられた条件により圧縮の終局限界状態に対する設計ができる． 

 21 

22 

23 後期中間試験 

24 
試験答案返却・解答解説 

8.終局曲げ耐力の検討(コア) 

8-1 単鉄筋長方形はりの終局耐力 

8-2 等価応力ブロックを用いた設計 

8-3 計算例と設計演習 

8-4 複鉄筋長方形はりの曲げ耐力 

8-5 T 形はりの終局曲げ耐力 

8-6 計算例と設計演習 

試験問題の解説により，間違いを確認し正しい解答を理解できる． 

 

曲げ破壊のメカニズムを理解し，終局曲げ耐力算定法を説明できる． 

等価応力ブロックによる単鉄筋長方形はりの設計理論を説明できる． 

設計条件により曲げの終局限界状態に対する設計ができる． 

複鉄筋長方形はりの終局曲げ耐力の理論を説明することができる． 

T 形はりの終局曲げ耐力の理論を説明することができる． 

与えられた条件により曲げの終局限界状態に対する設計ができる． 

 

25 

26 

27 

28 

29 

 学年末試験 

30 試験答案返却・解答解説 試験問題の解説により，間違いを確認し正しい解答を理解できる．  

総 講 義 時 間 数 60 時間

 



教 科 名 情報処理Ⅱ(Computer Programming with FORTRAN) 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 3 学年 社会基盤工学科  履修 2 単位 必修 
通年 

2 時間/週 
30 時間 

担 当 教 員 【常勤】  藤原 隆   （内線 6485，   E-mail:  fujiwara  ）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

 科学技術計算でよく用いられるコンピュータ言語であるFORTRANを用いてプログラムを作成し，その利用法

について説明できるようにする．それにより，現実に存在する，より複雑な課題の解決に，プルグラムの基礎

知識を活用できるようになる． 

学校教育目標  
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 
FORTRAN 基礎編（中村 理一郎 他著，森北出版） 

 

補助教材等 
プリント  

 

達 成 度 評 価 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 60 20 20     100 

知識の基本的な理解 50 20 10     80 

思考・推論・創造への適用力 10  10     20 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

プログラミング言語という，コンピュータと会話をするための「言葉」を覚える意識で授業に臨んでもらいたい．初めの段階で学

習する基本的な構文の意味と使い方をよく理解し，簡単なプログラムを作成することができるようになったのち，与えられる課題

の数値計算プログラムを作成するため，これらの構文を論理的に組み合わせ，その途中で必ず出てくるであろうエラーに対処し

ていくことを繰り返していく中で経験を重ね，プログラミング言語を使う能力がついていくようになる．そのために，根気強く学習

を続けてもらいたい． 

 

・課題の作成では安易に他人のプログラムをコピーすることをせずに，自力でプログラムを作ること． 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 ガイダンス(0.5h) 

1.プログラミングと FORTRAN(1.5h)(コア) 

2.プログラムの作成と実行の方法(4h) 

授業の進め方，評価方法を理解できる． 

FORTRAN による数値計算の意味を理解できる． 

プログラムの作成方法とコンパイルの方法を理解できる．  2 

3 

4 
3.算術演算の方法(4h) 算術演算を行うプログラムを作成できる．  

5 

6 
4.数値の入力と計算結果の出力(4h) 

キーボードから任意の数値を入力して，算術演算を行うプ

ログラムを作成できる． 
 

7 

8 前期中間試験  

9 答案返却，解答解説(0.5h) 

 

5.if 文，関係演算子による場合分け 

間違った問題，個所の正しい答えを求めることができる． 

 

条件に応じた場合分けの仕方を理解できる． 

 
10 

11 6.do 文による繰り返し 繰り返し計算の考え方を理解できる．  

12 

7. 基本的な数値演算(6h) 基礎的な数値計算プログラムを作成できる．  13 

14 

 前期期末試験  

15 試験返却・解答解説 間違った問題，個所の正しい答えを求めることができる．  

16 8.データファイルに対する入出力方法 データファイルの利用方法を理解できる．  

17 
9.１次元配列(4h) １次元配列を用いたプログラムを作成できる．  

18 

19 

10.２次元配列とグラフの作成方法(6h) 
２次元配列を用いたプログラムを作成でき，データファイ

ルからグラフを作成する方法が理解できる． 
 20 

21 

22 11. 専門分野に関連した数値計算 専門分野に関連した数値計算プログラムを作成できる．  

23 後期中間試験  

24 試験返却・解答解説 間違った問題，個所の正しい答えを求めることができる．  

25 

11.(続き)専門分野に関連した数値計算 専門分野に関連した数値計算プログラムを作成できる．  

26 

27 

28 

29 

 学年末試験  

30 試験返却・解答解説 間違った問題，個所の正しい答えを求めることができる．  

総 講 義 時 間 数 時間 

 



教 科 名 建設 CAD・図学（Construction CAD and Drawing) 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 3 学年 社会基盤工学科   2 単位 必修 
後期 

4 時間/週 
60 時間 

担 当 教 員 【常勤】 平沢秀之 （内線 6390，E-mail: hide） 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

構造物を建設するためには綿密な設計計算に基づいた精確な図面が必要であること、及び設計

施工における図面の役割とその重要性を理解する。描かれた図面を正しく理解した上で、情報

技術を活用した製図作成技能を習得し、4、5年生の構造設計製図I,IIで課される製図課題を円

滑に実施できる基礎力を身に付けることを目指す。 

学校教育目標  C 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 プリント配布 

補助教材等  

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 0 0 0 0 100 0 0 100 

知識の基本的な理解 0 0 0 0 100 0 0 100 

思考・推論・創造への適用力         

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

コンピュータの操作技能の習熟が重要である。図面を速く、精確に、美しく描けるよう努力すること。コンピ

ュータの操作方法は配布するプリントに書かれているので、よく調べて操作すること。この科目で CAD の操作

方法を理解しておかないと、関連する科目(構造設計製図Ⅰ、構造設計製図Ⅱ)において支障をきたす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容(時間) 具体的な行動達成目標 自己点検

1 
ガイダンス(0.5h） 

建設業における設計図(1.5h) 

CAD の特徴的機能( 1.0h) 

環境設定（1.0h) 

基本操作(16h) 

・図面範囲、グリット、スナップ、O スナップ 

・線分、多角形、曲線、寸法線 

・文字入力、表の作成、フィレット、トリム 

・延長、移動、複写、配列複写 

・オフセット、鏡像、縮尺 

・画層の制御、モデル空間、ペーパー空間

・印刷スタイル、ビューポート 

・画層のフリーズ 

 

・建設業における設計図の役割が理解できる。 

・手書き製図にはない CAD の特徴が理解できる。 

・作図前の環境設定の方法が理解できる。 

・さまざまな作図機能、編集機能、表示機能を理解し、操作

することができる。 

 

 

2 

3 

4 

5 

6 必修課題 A(8h) 

 

基本操作方法を駆使して必修課題 A を完成させる。  

7 

8 必修課題 B(8h) 基本操作方法を駆使して必修課題 B を完成させる。  

9 

10 必修課題 C(8h) 基本操作方法を駆使して必修課題 C を完成させる。  

11 

12 選択課題(16h) 基本操作方法を駆使して選択課題を完成させる。  

13 

14 

15 

総 学 習 時 間 数 60 時間 

講 義 
60 

（50） 

自 学 自 習 

予習・復習  

定期試験の準備  

  

  

 

 



教 科 名 測量学・測量実習Ⅱ (Survey and Surveying PracticeⅡ) 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 3 学年 社会基盤工学科  履修 2 単位 必修 
通年 

2 時間/週 
60 時間 

担 当 教 員 【常勤】    （内線，   E-mail:   ）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

測量方法の目的や原理，器械の構造や特性，計測値の意味や誤差の消去など工業技術を理解する

ための基礎知識を習得する．また，実習を通して授業で習ったことを実践し，土地の実態や状態，位置

などを測り，地図(平面図，地形図など)を作成することで基礎技術を身に付ける． 

学校教育目標 B 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 改訂版 測量学 1 基礎編，森 忠次，丸善株式会社 

補助教材等 説明資料,実習資料などは適宜配布する． 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 70  5  25   100 

知識の基本的な理解 35  5     40 

思考・推論・創造への適用力 10       10 

汎用的技能 25    10   35 

態度・志向性(人間力)     5   5 

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
    10   10 

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

講義内容に関しては，それぞれの測量方法の目的や特徴をただ暗記するのではなく理解すること．各種の計算問題も

例題や課題を暗記するだけではなく，その導出根拠を理解しながら学習を進めること． 

実習は班単位で行うが，迅速かつ精度のよい測量ができるよう，班員と協力しあう必要がある。試験では作業内容が問

われるため，作業を一部の班員に任せず，必ずすべて項目を体験すること．さらに，実習開始前と終了後には器械を検

査し，格納時の調整方法を理解する． 

なお、天候により授業の順序を変更する場合があるため注意すること． 

本科目は，三角関数，代数･幾何，統計など数学の基礎知識，測量学・測量実習Ⅰの講義･実習内容が必要とされる予

備知識である．また，講義部門においては，前回までのノートを見直しておくこと．実習部門においては，実習で行う測

量の内容について講義ノートを見直しておくこと． 

評価は前期中間(25%)，前期期末(25%)，後期中間(25%)，学年末(25%)により評価する．なお，前期中間･期末，

後期中間試験については，講義部門(試験 45%，課題 5%)，実習部門(試験 25%，実習報告書 25%)，学年末試験に

ついては，講義部門(試験 45%，課題5%)，実習部門(試験 25%，製図 25%)で評価する．ただし，課題，実習報告書，

製図が一つでも未提出の場合は，学年末成績における評定で合格点を与えない． 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 ガイダンス (1.0h) 
【講義部門】 (7.0h) 
平板測量 1. 目的･方法 

2. 使用機具 
3. 平板測量の誤差 (コア) 
4. 標定 (コア) 

 
 
平板測量の目的･方法を理解できる． 
アリダードの構造を理解し，作図方法が分かる． 
測量方法や誤差の取り扱いが説明できる． 
平板の標定(整置，致心，定位)の手順を理解できる． 

 

2  

3  

4  

5 【実習部門】 (6.0h) 
平板測量 1. トラバースの設置 
 

2. トラバースの作図 

 
寮前平面図を作成することを考慮して，適切な選点のもと造

標を行い，辺長を測定できる． 
複道線法によりトラバースを図紙上に所定の閉合誤差で作図

できる． 

 

6  

7  

8 前期中間試験  

9 【講義部門】 (6.0h) 
平板測量 5. 公会法 (コア) 

6. スタジア測量 (コア) 
三角測量 1. 概要 

2. 誤差補正計算 

 
公会法の種類(前方，側方，後方)を理解できる． 
アリダードによる間接水準測量を理解している． 

三角測量の方法・特徴を整理し，原理を理解できる． 
三角鎖の誤差補正計算ができる． 

 

10  

11  

12 【実習部門】 (6.0h) 
平板測量 3. 細部測量Ⅰ 

4. 細部測量Ⅱ 
角測量  4. 水平角の観測Ⅲ (コア) 

 
放射法，交会法により縁石の主要点を測定できる． 
放射法，交会法により地物の位置を測定できる． 
方向法を説明でき，測量結果から計算ができる． 

 

13  

14  

 前期期末試験  

15 【講義部門】 (8.0h) 
三角測量 3. 偏心補正 

4. 間接水準測量 
多角測量 1. 概要 (コア) 

 
2. 閉合トラバースの計算 (コア) 

 

偏心観測の誤差を理解し、補正計算ができる． 
球差、気差、高低差計算が理解できる． 

多角測量の原理を理解し，種類，手順および方法を理解して

いる． 

方向角計算，誤差補正，座標・面積計算ができる． 

 

16  

17  

18  

19 【実習部門】 (8.0h) 
三角測量 1. 単列三角鎖の選点 
 

2. 内角･方位角の角測量 
3. 基線･検基線の距離測量 
4. 細部測量 

 

第 2 グラウンド付近平面図を作成することを考慮して，適切な

選点のもと造標を行い，辺長を測定できる． 
所定の精度内で内角ならびに方位角の測定ができる． 
基線の距離を測定し，三角鎖の調整計算ができる． 
地物や建物，地形変換点などの位置を測定ができる． 

 

20  

21  

22  

23 後期中間試験  

24 【講義部門】 (6.0h) 
誤差と精度 1. 観測の誤差 (コア) 

2. 観測の最確値と精度 (コア)
 
3. 誤差の伝播 (コア) 

 
誤差の種類，原因，消去方法について理解できる． 
有効数字，数値の丸め方を説明でき，これを考慮して計算が

でき，独立観測の最確値と誤差を理解できる． 
誤差伝搬の法則を説明できる． 

 

25  

26  

27 【実習部門】 (6.0h) 
平板測量 5. 実習結果の整理 

 
三角測量 5. 実習結果の整理 

 
平板測量の成果を整理し，A3 トレーシングペーパーに縮尺

1/300 で寮前平面図を作成できる． 
三角測量の成果を整理し，その結果を用いて A2 方眼紙に縮

尺 1/200 で第 2 グラウンド付近平面図を作成する． 

 

28  

29  

 学年末試験  

30 答案返却・解答解説 間違った問題の正答を求めることができる  

総 講 義 時 間 数 60 時間

 


